
8 / 4 火 1３:00～1６:00

弁護士会館2階 講堂 クレオ
東京都千代田区霞が関1丁目1-3

日本で生活する「外国人」の皆さんに起きている問題について、4つの
テーマに分かれて、弁護士がお話をし、皆さんからの質問にお答えします。
特別講演の時間以外は、4つのブースで自由に弁護士とお話しできます。
質問もOKです。

【特別講演】13:30～14:00
ジャーナリスト 安 田 浩 一 さん
「身近にある偏見と差別―ヘイトスピーチの現場から―」(仮）
各地で起きているヘイトスピーチやヘイトデモ、外国人や外国ルーツの人々に対する
差別の実態について、具体的な事例を交えながらお話しいただきます。

対象：中学生、高校生、大学生（小学生も可）、
その他学生の年齢に準ずる方
※ 同伴される保護者も入場可能です。

参加費用：無料
アンケートにご協力くださった参加者の方には記念品を用意しています！

2026年

「外国人」に関わる
社会問題について

弁護士と一緒に考えよう



多文化共生

「違いをみとめあうくらし」

★言葉の違いをどう乗り越える？

★日本で勉強するのにはどんな
問題があるの？

難民問題
「なんで私たちは難民を
保護しなければならないの？」

★「難民」って？
★日本の制度は？

労働問題
「外国人労働者が抱える問題」

★「技能実習制度」って何が問題
なの？

★新しく始まる「育成就労制度」
ってどんな制度なの？

入管問題
「収容（しゅうよう）って？」

★収容施設って
どういうところ？

★どんな問題があるの？

いるの？

日本には、日本以外の国で生まれて日本に来た人、日本で生まれたけれどお父さんやお
母さん、おじいちゃんやおばあちゃんが日本以外の国で生まれたという人など、他の国に
ルーツをもつ人がたくさん生活しています。

他の国にルーツをもつ人たちは、日本で生活する上で、いろいろな問題に直面していま
す。私たち弁護士は、このような問題を解決していこうと様々な活動をしています。
このイベントでは、どんな問題があるのか、弁護士がどのような活動をしているのか、

みなさんからの質問をお受けしながら、紹介していきます。そして、みなさんと一緒に、
日本で生活する「外国人」にかかわる社会問題について考えていきたいと思います。
弁護士に直接質問をすることができます。夏休みの自由研究、レポートの題材にもぴっ

たりかと思います。ぜひ、ご参加ください！
日本にも
難民の人は

「入管」って
なにをするところ？

学校に行けないこと
があるの？

日本人労働者と
どう違うの？

言葉が通じないと
どんな問題が
起きるの？

お申込みは、右のQRコードから事前登録をお願いします。

参加費用無料、途中入退場自由
お問合せ：関東弁護士会連合会事務局(電話 03-3581-3838)

（7/28（火）頃まで)

カレー屋さんが
なくなっちゃうっ

て本当？
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